
48

聴覚
・言
語障
害者
の皆
様が

 はた
らき
、生
活す
る施
設

48工芸会までの
ア ク セ ス が
更に便利に !!

九州新幹線　全線開通
K Y U S H U  S H I N K A N S E N
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これからの施設経営

理事長

友 池 一 寛

　

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に

は
九
十
二
人（
二
月
十
日
現
在
）

の
聴
覚
・
言
語
に
障
害
を
も
つ

皆
さ
ん
が
働
き
、
生
活
を
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
四

月
か
ら
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
に
よ
る
新
事
業
体
系
に
全
面

的
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
施

設
の
職
員
を
は
じ
め
、
多
く
の

関
係
者
の
御
努
力
と
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
御
支
援
、
御
協
力
が

あ
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
問
題
は
こ
れ
か
ら

の
施
設
経
営
で
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
障
害
は
重
度
化
の

傾
向
に
あ
り
、
ま
た
重
複
障
害

者
が
増
加
し
て
い
ま
す
し
、
高

齢
化
も
す
す
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
受
注
す
る
製
品
に
つ
い
て

も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
お

り
、
作
業
内
容
も
変
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
職
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
製
品
の
受
注
、

作
業
の
指
導
等
、
御
苦
労
を
か

け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
努

力
に
よ
り
、
幸
い
に
大
き
な
問

題
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
と
も
よ
り
一
層
の
御
努
力
を

お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
ま
で
の
施
設

経
営
は
、
職
員
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
御
尽
力
に
よ
り
、
一
応

順
調
に
す
す
ん
で
き
ま
し
た
。

経
営
上
も
赤
字
を
出
さ
ず
に
き

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
最
大
の
収
益

を
あ
げ
て
い
た
木
工
部
門
が
、

量
的
に
も
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
技
術
上
の
問
題

や
高
齢
化
等
の
た
め
、
や
む
を

得
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
で
し
ょ

う
。
関
係
者
と
し
て
は
さ
ら
に

一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

と
と
も
に
新
し
い
作
業
部
門
の

開
拓
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。

　

新
事
業
体
系
へ
の
移
行
、
作

業
内
容
の
変
化
と
と
も
に
、
施

設
と
し
て
は
、
さ
ら
に
利
用
者

へ
の
支
援
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
関
係
の
皆
さ
ん
の

御
努
力
、
御
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
工
芸
会
で
、
今
の
ま
ま
生
活

を
し
、
仕
事
を
し
た
い
、
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
利
用
者
や
家
族
の

方
々
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
各
種
研
修
や
役
・
職
員
と
の

議
論
を
重
ね
、
新
事
業
体
系
に
移

行
し
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
移

行
を
す
る
こ
と
で
利
用
者
や
家
族

の
皆
さ
ん
に
混
乱
や
不
安
が
生
じ

な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
安
心
し
て

そ
の
人
ら
し
い
充
実
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
支
援
の
あ
り
方

や
、
職
員
の
配
置
も
一
部
変
わ
り

ま
し
た
。

　

夜
間
は
宿
直
者
と
男
女
各
一
名

の
夜
間
生
活
支
援
員
の
計
３
人
体

制
。
食
事
や
入
浴
の
見
守
り
、
就

寝
や
起
床
の
声
か
け
等
、
今
ま
で

以
上
に
幅
広
い
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
夜
間
生
活
支

援
員
が
深
夜
に
も
巡
回
す
る
こ
と

で
、
夜
間
の
利
用
者
の
様
子
も
よ

り
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
ト
イ
レ

の
声
か
け
や
誘
導
な
ど
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
室
だ
っ
た
部
屋
は
改
修

し
、
こ
れ
ま
で
の
軽
作
業
２
科
を

拡
充
し
て
、
新
た
に「
な
ご
み
」の

活
動
の
場
に
な
り
ま
し
た
。
な
ご

み
で
は
、
割
り
箸
の
袋
入
れ
作
業

や
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

絵
画
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
他
、
食
堂
前
に
掲
示
し
て
い
る

誕
生
者
の
紹
介
パ
ネ
ル
は
、
な
ご

み
の
皆
さ
ん
で
分
担
し
て
作
成
さ

れ
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
楽
し
い

パ
ネ
ル
が
出
来
て
い
ま
す
。
毎
月
、

利
用
者
・
職
員
と
も
に
自
分
の
誕

生
月
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

移
行
し
て
、
ま
だ
一
年
。
改
善

す
る
部
分
や
見
直
す
部
分
も
い

ろ
い
ろ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
利
用
者
や
家
族
の
皆
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
、
よ
り
よ
い
施
設

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
末
吉
）
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さいとぴあ
西部地域の交流拠点　さいとぴあ
　「さいとぴあ」は、西部地域交流センターと、西区の図
書館としては２番目となる西部図書館、行政機能を持つ
西部出張所が一体となった施設です。出張所は今宿出張
所が移転し、西部出張所と名称が変更になっています。

イオン伊都店
　工芸会ワークセンターより一番近い電車の
駅は九大学研都市駅です。九州大学の移
転に合わせて新設された駅です。隣に
はイオン伊都店の中にお店が沢山あ
り、とても便利になりました。

九州大学伊都キャンパス
九州大学は、福岡市西区、糸島市にまたがる
新キャンパス、伊都キャンパスをオープン、
現在も建設が行われています。工芸会
より車で約10分の所です。

（提供：福岡市）

工芸会までの交通アクセス

〈博多駅からのアクセス〉

５分 ７分 14分

JR筑肥線

11分

バス７分

徒歩15分

市営地下鉄
福岡空港 博多 天神 姪浜 九大学研都市駅 工芸会

特 集

九州新幹線の全線開通により、更に便利になりました。

〈九州新幹線〉 　３月12日（土）に、九州新幹線（鹿児島ルート）が全線開業しました。
　博多～熊本間が最速33分で、博多～鹿児島中央間が最速１時間19分で結ばれます。所要時間比較

博多 熊本 鹿児島従来
２時間12分

博多 熊本 鹿児島改正
１時間13分 57分 33分 45分

１時間19分（最速）

都市高環状線
野芥⇔福重間が平成23年２月26日に
開通しました。

熊本･大分･太宰府方面への
アクセスが更に便利に !!

福岡都市高速道路

福
岡
西
料
金
所 福重

JCT

福重

12分

９分

平成24年
年内開通予定

都市高環状線

２分

呉服町

５分

貝塚
JCT

３分

千鳥橋
JCT

８分
月隈
JCT

２号線

５分

水城

香椎東

７分

九
州
自
動
車
道

（通称名）

都市高環状線
香椎線
太宰府線

（通称名）

空港線
粕屋線
工事中

２号線

４号線

１号線

５号線

１号線

博多駅東

福岡
IC

太宰府
IC

石
丸
・
福
重

天
神
北

空
港
通

粕
屋
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平
成
22
年
11
月
21
日

（
日
）
に
、
第
20
回
工
芸
会

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を

行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、

法
人
創
立
百
周
年
記
念
式
典

を
行
い
、
ま
つ
り
は
実
施
し

な
か
っ
た
為
、
利
用
者
・
職

員
共
に
久
し
ぶ
り
の
ま
つ
り

と
い
う
感
覚
が
あ
り
、
楽

し
み
で
気
持
ち
が
高
ぶ
る

中
、
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。
ま
つ
り
当
日
は
、
入

場
者
千
二
百
人
を
数
え
、
私

　

平
成
22
年
12
月
18
日
土
曜

日
、
11
時
30
分
か
ら
14
時
20

分
ま
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

利
用
者
自
治
会
が
中
心
に

な
り
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
企
画

か
ら
準
備
、
そ
し
て
ク
リ
ス

マ
ス
会
の
実
施
に
至
る
ま
で

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
１
月
６
日
、
11

時
半
よ
り
新
年
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

新
年
会
に
は
、
ラ
フ
な
格

好
の
人
や
、
ネ
ク
タ
イ
を
き

り
っ
と
締
め
ス
ー
ツ
姿
で

参
加
し
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。

　

私
は
、
司
会
進
行
役
を
務

め
ま
し
た
。
ま
ず
、
始
め
の

言
葉
、
乾
杯
、
余
興
等
盛
り

上
が
り
、
本
当
に
楽
し
い
満

足
の
い
く
新
年
会
が
出
来
ま

し
た
。
終
始
和
や
か
で
く
つ

ろ
ぎ
や
す
く
、
と
て
も
良
い

雰
囲
気
で
し
た
。

　

司
会
役
は
、
大
変
忙
し
く

は
、
模
擬
店
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
が
、
人
の
波
が
途
切

れ
る
こ
と
が
な
く
、
と
て
も

忙
し
か
っ
た
で
す
。
利
用
者

の
方
々
は
、
慌
て
る
気
持
ち

を
抑
え
、
笑
顔
で
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
熱
い
熱
い
と
言
い

な
が
ら
、
と
う
も
ろ
こ
し
を

丁
寧
に
焼
く
方
。
冷
た
〜
い

と
言
い
な
が
ら
、
氷
を
入
れ

た
ジ
ュ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

飲
み
物
を
取
り
出
し
、
タ
オ

ル
で
拭
い
て
お
客
様
に
手
渡

す
方
。
失
敗
ば
か
り
し
な
が

ら
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
真
剣

な
顔
で
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
く
り
を

行
う
方
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

福
岡
舞
鶴
高
校
の
生
徒
さ
ん

の
お
手
伝
い
も
あ
り
、
み
ん

な
で
ま
つ
り
を
作
り
上
げ
、

一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

（
山
口
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
は
、
日

頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先

生
方
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
ゲ
ー
ム
や
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

等
、
み
ん
な
一
緒
に
楽
し
い

一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
所
に
出
席
し
て

い
た
だ
い
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

私
の
良
か
っ
た
こ
と
は
、
二

度
目
の
司
会
だ
っ
た
の
で
ス

ム
ー
ズ
に
出
来
ま
し
た
。

　

今
日
一
日
参
加
さ
れ
た
皆

様
、
ご
協
力
い
た
だ
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

11月

12月１月
クリスマス会の感想
利用者自治会会長　松本　義則

新年会の感想
利用者　西村　正義

「工芸会ワークセンターまつり」

クリスマス会新　年　会
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一
年
に
一
回
、
利

用
者
の
方
を
対
象
に

嗜
好
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

調
査
方
法
は
、
イ

ラ
ス
ト
集
を
使
用
し

た
り
、
実
際
の
献
立

を
写
真
に
撮
っ
た
り

し
て
、
利
用
者
の
方

に
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
工
夫
し
、
聞
き

取
り
を
行
い
な
が
ら

調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
3
月
24

日
主
食
・
主
菜
に
つ

い
て
、
尋
ね
て
み
ま

し
た
。
主
食
の
御
飯

に
つ
い
て
は
、
殆
ど
の
利
用

者
の
方
が
好
き
と
回
答
、
パ

ン
に
つ
い
て
も
、
好
き
と
回

答
し
た
方
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
一
割
程
度
の
方
が
嫌

い
と
の
回
答
で
し
た
。
主
菜

に
つ
い
て
は
、
肉
料
理
と
魚

料
理
は
、
ど
ち
ら
が
好
き
で

す
か
と
の
問
い
に
は
、
圧
倒

的
に
肉
料
理
で
し
た
。
魚
は

骨
が
あ
り
、
む
し
る
の
が
面

倒
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
魚
料
理
の
提
供
の
仕

方
、
調
理
法
等
、
工
夫
を
重

ね
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
魚

を
よ
り
食
べ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

嗜
好
調
査
を
行
う
に
あ
た

り
、
利
用
者
の
方
々
の
声
を

大
切
に
し
、
利
用
者
の
方
々

の
健
康
の
為
、
笑
顔
の
為
、

よ
り
よ
い
給
食
の
提
供
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
竹
下
奈
）

３月 ２月

利用者の方食事の調査結果
質問内容 好き きらい 無回答

１ ごはんは好きですか？ 68 ５ 17
２ パンは好きですか？ 59 12 19
３ みそ汁は好きですか？ 65 ５ 20
４ 野菜は好きですか？ 49 19 22
５ 牛乳は好きですか？ 56 15 19

６ 食べたい料理は何ですか？
○カレーピラフ○ちゃんぽん
○ステーキ○ドリア○かつ丼
○お寿司○カツカレー○焼きそば

７ 肉と魚どちらが好きですか？ 56（肉）15（魚） 19

嗜好調査結果

　

毎
年
２
月
中
旬
頃
、
工
芸

会
の
ロ
ビ
ー
に
は
七
段
飾
り

の
お
雛
様
が
飾
ら
れ
ま
す
。

優
し
い
顔
立
ち
の
お
雛
様

は
、
工
芸
会
が
平
尾
に
あ
っ

た
頃
の
物
で
、
30
年
以
上
前

の
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
月
２
日（
水
）
に
、
工

芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
体
育

館
に
て
節
分
の
豆
ま
き
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
う
さ
ぎ

年
の
利
用
者
・
職
員
合
わ
せ

て
５
名
の
皆
さ
ん
で
豆
を
ま

き
ま
し
た
。
今
年
の
福
を
我

先
に
と
次
々
と
飛
ん
で
く
る

豆
を
拾
う
姿
は
、
真
剣
そ
の

も
の
で
し
た
。〝
皆
さ
ん
今

年
も
元
気
で
幸
せ
な
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
！
〞（卯

年
）

道
具
の
あ
ち
こ
ち
に
傷
み
が

出
て
き
て
い
ま
す
が
、
大
切

に
飾
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

工
芸
会
の
皆
さ
ん
を
見
守
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

ひな祭り 節分 豆まき
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　平成22年度は、いろいろと大変な年でした。
　工芸会ワークセンターにあっては、旧事業体系の身体障
害者授産施設から新事業体系の障害者支援施設へと、そ
れに伴い活動も授産活動から生活介護の生産活動へと移行
し、支援の在り方や事務処理関係などとまどうことが多
かった１年でした。
　また、夏は37℃にもなる日があるなど酷暑でしたが、冬
になると10℃以下の日が20日以上連続するなど寒い冬で
した。
　そのような状況にあっても、利用者の皆さんは作業に、
あるいは体力減退防止活動に励んでいます。
　毎日の作業は、なかなか大変ですが、障害があっても皆
さん手際もよくスムーズに、そして熱心に取り組んでいる
姿に感動しました。
　私は、平成22年６
月に施設長に就任し
10か月が経過しまし
たが、年齢からくる
ものか記憶力が減退
しており手話の習得
は遅々として進みま
せん。

皆さんとの出会い

　それでも身振り手
振りで、あるいはわ
ずかに覚えた手話で
利用者の皆さんとお
話すると、利用者の
皆さんは明るく、そ
して人懐っこく接し
てくれ、理解しよう
としてくれます。

　障害者自立支援法を廃止して新たに障害者総合福祉法を
制定すべく検討されているなど、障害者福祉制度は今大き
な転換点を迎えようとしています。
　工芸会ワークセンターとして、利用者の皆さんの経済的、
あるいは日常生活的な自立を目指すうえでどうあるべきか
を、利用者の皆さんの立場にたって、そして制度の改正動
向を注視しながら更に検討していく必要があります。
　このような大きな流れの中にあっても、工芸会ワークセ
ンターは、平成23年度も利用者の皆さんが安心して、そし
てゆとりを持って生活が送れる「我が家」であるべく、一歩
一歩着実に職員一同、より一層利用者の皆さんの支援に努
めてまいります。

施設長　竹田　豊

　本年度より、毎週水曜日に体力の増進や体力の減
退防止を目的に、健康増進運動を取り入れました。
　散歩・体育館・体操の３班に分かれ１時間程度み
んなで運動を楽しんでいます。
　当然のことながら、夏は暑く・冬は寒い日もあり
ます。時には雨の日もあります。その時の気候に合
わせて、屋内運動に切り替えたりすることもありま
すが、皆さん、作業の合間の息抜きになっているよ
うです。
　まだまだ十分ではありませんが、来年度に向けて
工夫を加えていきたいと思います。
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　工芸会ワークセンターの近く、社
会福祉法人福岡舞鶴誠和会さんが今
回保育園を新設されました。
　新設されるにあたり、工芸会ワー
クセンター木工係に用具棚や園児椅
子など沢山の商品の発注をいただき

　

去
る
２
月
14
日（
月
）14
時
か
ら

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ル
ー
ム
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
苦
情
解
決
第
三
者

委
員
の
中
村
・
笠
両
委
員
。
福
岡

ろ
う
あ
福
祉
会
か
ら
は
、
友
池
理

事
長
・
中
島
副
理
事
長
・
山
部
常

務
理
事
が
出
席
。
工
芸
会
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
苦
情
解
決
責

任
者
竹
田
施
設
長
ま
た
、
苦
情
受

付
担
当
者
小
原
施
設
長
補
佐
、
田

尻
苑
か
ら
は
、
苦
情
解
決
責
任
者

音
藤
施
設
長
と
嘉
村
生
活
部
長
が

出
席
致
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
友
池
理
事
長
よ
り

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
開
会
の

挨
拶
が
行
わ
れ
、
山
部
常
務
理
事

を
議
長
に
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
苦
情

受
付
担
当
者
小
原
施
設
長
補
佐
よ

り
、
工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の

苦
情
要
望
等
の
意
見
聴
取
の
機
会

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

平
成
22
年
度
の
苦
情
・
要
望
の
件

数
１
件
に
つ
い
て
苦
情
・
要
望
の

内
容
と
解
決
に
い
た
る
ま
で
の
経

過
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
の
苦
情
要
望
は
、
苦
情
受
付

ボ
ッ
ク
ス
に
よ
る
苦
情
が
１
件
、

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
利
用
者
間

の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
も
の
で
、

重
複
障
害
が
ゆ
え
に
勘
違
い
と
な

り
苦
情
と
し
て
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
の
中

村
・
笠
両
委
員
よ
り
工
芸
会
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
苦
情
及
び
苦
情
解
決
の
対
応
に

つ
い
て
特
に
指
摘
す
る
よ
う
な
事

項
は
な
く
、
以
前
も
同
じ
利
用
者

で
同
じ
よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
こ

と
を
説
明
す
る
と
、「
障
害
が
ゆ

え
に
勘
違
い
に
よ
る
も
の
が
多
く

大
変
で
す
ね
」と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
笠
委
員
よ
り
携
帯
を

使
用
し
て
い
る
人
数
や
ト
ラ
ブ
ル

は
な
い
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

工
芸
会
で
以
前
実
際
に
起
こ
っ
た

根
拠
の
な
い
内
容
の
メ
ー
ル
が
飛

び
交
い
利
用
者
が
情
緒
不
安
定
に

な
っ
た
事
例
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
集
団
生
活
は
感
情

論
に
な
る
の
で
難
し
く
、
ト
ラ
ブ

ル
は
起
こ
り
え
る
し
、
起
こ
ら
な

い
の
が
お
か
し
い
。
判
断
力
・
理

解
力
の
差
も
あ
る
し
、
職
員
間
で

の
情
報
共
有
上
初
期
対
応
の
い
か

ん
に
よ
っ
て
そ
れ
が
苦
情
に
な
る

か
、
な
ら
な
い
か
で
あ
る
」と
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
施

設
運
営
に
と
っ
て
も
意
義
あ
る
委

員
会
と
な
り
ま
し
た
。

苦情解決第三者委員会開催

ました。年明けより、木工係の利用者・
職員総動員で商品の製作に取り組み
ました。２月下旬に納品を無事終え
ることが出来ました。ありがとうご
ざいました。　　　　　　　（木工係）

作成の様子

納品時の様子

平成23年２月14日
平成22年度　苦情解決第三者委員会　（工芸会ワークセンター）

福岡舞鶴誠和保育園様オープンに向け
家具一式を受注
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J
R
九
州･

新
幹
線

４
月

　

○
花
見
会

　

○ 

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

開
設
記
念
日

５
月

　

○ 

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

移
転
記
念
日

　

○
第
１
回
健
康
診
断

６
月

　

○
野
外
活
動

　

○
夜
間
避
難
訓
練

　

○
夕
食
会

７
月

　

○
夕
涼
み
会

　

○
七
夕

８
月

　

○
納
涼
バ
ス
ハ
イ
ク

　

※
お
盆
休
暇
在
寮
者
対
象

９
月

　

○
福
岡
市
障
が
い
者

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月

　

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

○
社
会
見
学
旅
行

11
月

　

○ 

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り

　

○
第
２
回
健
康
診
断

　

○
夜
間
避
難
訓
練

　

○
夕
食
会

12
月

　

○
障
が
い
者
週
間

　
　
　
　

バ
イ
キ
ン
グ
昼
食
会

　

○
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

○
も
ち
つ
き

１
月

　

○
初
詣

　

※
年
末
年
始
休
暇
在
寮
者
対
象

　

○
新
年
会

　

○
鏡
開
き

２
月

　

○
節
分（
豆
ま
き
）

　

○
針
供
養

３
月

　

○
ひ
な
ま
つ
り

　

○
総
合
防
災
訓
練

　

○
外
食
会

　

先
日
、
生
ま
れ
て
初
め
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
に
な
っ
た
。
よ

り
に
も
よ
っ
て
、
厄
入
り
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
。
ハ
ッ
キ

リ
い
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

慌
て
て
広
辞
苑
を
広
げ
た
。
こ
う
書
い
て
あ
っ
た
。（
厄

年
）
人
の
一
生
の
う
ち
、
厄
に
合
う
恐
れ
が
多
い
か
ら
忌

み
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
年
、
数
え
年
で
男
は
25
・

42
・
61
歳
、
女
は
19
・
33
・
37
歳
と
い
う
。
と
記
し
て
あ
る
。

な
ん
と
な
く
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
、〝
ま
さ
か
自
分
だ

け
は
〞
と
の
過
信
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
何
事
も
、

お
ご
り
や
過
信
が
怪
我
や
失
敗
を
招
く
も
の
だ
と
し
み
じ

み
感
じ
た
。
節
目
は
大
事
に
し
た
い
。

　

時
に
、
自
分
の
足
元
を
ゆ
っ
く
り
と
見
つ
め
る
こ
と
も

大
事
で
あ
る
。（
泣
）

毎
月
の
定
例
行
事

　

○
誕
生
会

　

○
健
康
増
進
運
動

　

○
買
物
支
援

　

○
休
日
支
援

　

○
自
活
訓
練

　

○
避
難
訓
練

　

○
ク
ラ
ブ
活
動

　

○
懇
談
の
日
等

E-mail  kougeikai@kougeikai.or.jp
URL  http://www.kougeikai.or.jp

社会福祉法人 福岡ろうあ福祉会

障害者支援施設

工芸会ワークセンターたより　Vol.48

利
用
者
入
退
所
状
況

退　
所

平
成
22
年
７
月
11
日
付

橋
口　

夏
那
さ
ん

入　
所　
利　
用

平
成
22
年
11
月
１
日
付

吉
村
美
代
子
さ
ん

平
成
23
年
３
月
１
日
付

柴
住　

孝
博
さ
ん

平
成
23
年
３
月
３
日
付

藤
原　

　

寛
さ
ん

通　
所　
利　
用

平
成
22
年
11
月
11
日
付

永
田　

啓
明
さ
ん

　

今
回
、
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
大
会
に
て
工
芸

会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
職

員
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
さ
ら
な
る
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

表
彰
者（
順
不
同
）

福
岡
市
長
表
彰

看
護
主
任　

上
野
登
代
子

福
岡
市
長
感
謝
状

施
設
広
報
担
当
主
任　

藤
間　

宏
之

福
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

生
産
管
理
部
付　

長
田　

盛
隆

福
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

生
活
支
援
員　

吉
田　

淳
子

平
成
22
年
度
福
岡
市
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

大
会
開
催
さ
れ
る
。

交通アクセス

工芸会ワーク
　　　センター

さいとぴあ
ルミエール
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